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高
総
体
壮
行
式 

五
月
七
日
（
水
）
、
春
季
高

校
野
球
県
大
会
、
高
総
体
県
大

会
の
壮
行
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 校

長
先
生
か
ら
、
「
彼
も
人

な
り
我
も
人
な
り
」
と
激
励
が

あ
り
ま
し
た
。
生
徒
会
長
か

ら
、
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
応
援
委
員
会
と
全
校

生
徒
に
よ
る
エ
ー
ル
と
校
歌

で
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。 
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高
田
松
原
再
生
活
動 

五
月
十
三
日
（
火
）、
二
・

三
学
年
の
普
通
科
文
系
Ａ
コ

ー
ス
と
二
・
三
学
年
の
海
洋
シ

ス
テ
ム
科
の
生
徒
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
高
田
松
原
を
守
る
会
」

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
高
田
松

原
の
松
の
木
の
植
栽
地
で
、
下

草
の
除
去
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

                      
 

こ
の
活
動
は
、
総
合
的
な
探

究
の
時
間
に
行
わ
れ
た
地
域

貢
献
活
動
で
す
。 

生
徒
は
、
再
生
を
果
た
し
た

美
し
い
高
田
松
原
の
姿
を
思

い
描
き
な
が
ら
、
復
興
の
願
い

を
込
め
て
活
動
し
ま
し
た
。 

前
期
生
徒
総
会 

五
月
十
四
日
（
水
）、
前
期

生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
の

「
令
和
六
年
度
の
後
期
生
徒

会
活
動
の
反
省
並
び
に
令
和

七
年
度
の
前
期
生
徒
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
つ
い
て
」
か
ら
始
ま

り
、
第
六
号
議
案
の
「
い
じ
め

防
止
に
つ
い
て
」
ま
で
提
案
が

あ
り
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 令

和
七
年
度
の
前
期
生
徒

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
勇
往
邁

進
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

「
目
標
に
向
か
い
、
勇
ま
し
く

ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
む
」
と

い
う
意
味
の
通
り
、
お
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
、
日
々
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
全
校
生
徒
で
確

認
し
ま
し
た
。 

   

「海
翔
」乗
船
体
験
実
習 

五
月
十
六
日
（
金
）、
海
洋

シ
ス
テ
ム
科
一
学
年
を
対
象

に
、
「
海
翔
」
乗
船
体
験
実
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

              

生
徒
達
は
「
海
翔
」
の
母
港

で
あ
る
宮
古
市
の
藤
原
埠
頭

か
ら
「
海
翔
」
に
乗
船
し
、
宮

古
湾
内
で
乗
船
体
験
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
洋
上
で
、
出
航

業
務
や
操
船
体
験
、
入
港
業
務

等
を
体
験
し
ま
し
た
。 

      

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
・学
校
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信 

「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
で
は
、
生
徒

の
日
々
の
活
動
や
学
校
生
活

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

毎
日
更
新
を
目
指
し
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ア

ク
セ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                 

令和７年度第４号 

八重の汐

生徒会長からの激励 全校生徒でエールと校歌斉唱 

高田松原の再生を願って 

出航です「行ってきまーす！」 甲板での「かご網洗浄体験」 

本校の公式ホームペー
ジにアクセスするＱＲ

noteにおける本校の

ページにアクセスす
皆が笑顔で、実習を終えました！ 


